




以上の研究から,脳幹,中脳,間脳の神経系は,上位中枢が正常の活動をすることに重要な役

割を果たしていること,また,成熟後この下位神経系と上位神経系の機能的つながりが正常

に作動するためには,発達の初期のある時間帯に,下位神経系が正常に機能し,上位神経系

の正常の発達をうながすことが必須であることを示唆している。 

人間においてこの状態を正確に把握するには,脳幹,中脳の機能および形態学的発達を正確

に把える必要がある。これには,これら下位神経系の機能,状態を比較的直接的に反映する

睡眠諸要素および脳幹,中脳に位置する神経核の形態に関する発達神経学的研究が有要と

考えられる。年齢依存性てんかんの睡眠機構に関する岩川班員の研究は,発達早期に発症す

る神経疾患の病態解明に睡眠機構の研究の重要性を示唆し,脳幹,中脳の神経核のメラニン

顆粒形成に関する長嶋班員の研究は,新しい観点からの発達神経形態学であり,これらを自

閉症児における研究結果と対比することはその病態の解明に益するところが大といえる。 


